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　67。若い戦士たちは競技を止めたあとで武装していた。命令を下す長老
は再び姿を見せていた：闇の中で静かに各々の家cabaneの戸口を叩いて、
彼は次のように言っていた1《若い戦士たちは様々な道を通って地下の湖
に赴かねばならず；彼らはそこで長老たちを見出すことになり；女たちは
戦士たちの出発のあとに彼女たちの家々cabanesに閉じ籠もり；彼女たち
は静かに、明かりも無しに、そこで寝ずの番をしなければならない》、と。
間もなく若い戦士たちは闇を横切って落ち合う場所まで滑るように動く。
それぞれの住まいles　huttesの戸口は女たちや子供たちの鼻先で再び閉ま
り、光が消える；すべての未開人たちは木々のうしろであちこちに配置さ
れた若干の見張り番を除いて荒野を離れる。ウ・一一一トゥーガミッツは彼の部
族のその他の人々と共に地下に降りた。ナチェーズ族たちの大きな村の東
で、復讐の守護神Athaensicの神殿が建っていたのと同じ糸杉林に、鉱山
の採光換気口のように、深い洞窟が垂直に開かれている。そこには梯子と
松明の助けを借りてだけ入り込める。100フィートの深さに湖を囲む砂浜
がある1。亡霊たちの領土のそれに似ているこの湖には松明や提灯を持った
幾人かの未開人たちがある日大胆にも舟を乗り入れた。竪穴型洞窟の周り
で彼らは闇に沈む斜面にそそり立ち、またはその深淵の上に丸天井のよう
にぶら下がっている幾つもの不毛の岩山だけに気付いた。彼らが水と闇の
1cf．　P，1246の注，　P．554の1．ワコン＝テーベWakon－Teebeによって着想の与えられた
偉大な精霊の洞窟．『アメリカ紀行』のP．　827とn．3．
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これらの人気無い場所に入り込むにつれて物悲しげな音、ぞっとするよう
などよめき、おぞましい胞障が舟乗りたちの耳をつんざいた。急速な、荒
れ狂う流れによって押し流されて、これらの人間たちが再び岸辺に戻るこ
とに成功したのは長い努力のあとでようやくのことであったから、彼らの
話しに脅え上がって、彼らの例に倣ってみようという気を起こすような者
は誰もいないであろう。陰謀加担者たちが彼らの集合場所と定めた所はそ
のようなものであった。新世界の自由が飛び出さねばならず、その自由が
地の最奥部にヨーロッパ人たちによって埋もれされたこれらの民を日の光
のもとに呼び戻されなければならなかったのはこのような地下の場所
demeureからであった。若い戦士たちはすでに招集され、長老たちが彼ら
に約束していた秘密を明らかにするのを待っていた。湖のほとりに岩山の
大きなひとつの部分があり；祈祷師たちはそれを祭壇に改造していた。そ
こには、松明の光で、不揃いな大きさの、見るもおぞましい三つの小型の
怪物像が見られた。中央の精霊である自由の精霊は頭全体で他のものたち
を凌駕しており；粗雑に彫られたその顔立ちの中に法律の束縛の敵であり、
自由の拘束にすら苛立っている、ごつごつした独立の象徴が認められた。
二つの他の顔つきは一方がインディアン達を、他方が白人たちを表わして
いた。ひとつの骸骨の火un・feu・d’ossements（？）が、これらの偶像の前で、
煙でいぶされたひとつの光とひとつの強烈な臭気を発して燃えていた。人
間の血や、様々な蛇から絞り出される諸々の毒や、神秘的なことばで摘ま
れる有毒な草が糸杉の壷を満たしていた。夜の風が湖の上に起こり、その
波が深淵の宥薩に向かって高まっていた。地の胎内での嵐、威嚇的な偶像、
血の水盤、死者の家の火le　feu　mortuaire（？）、恐ろしい降神術でクサリ蛇
たちを動かす祈祷師たち、彼らの奇妙で、雑多な服装をしている未開人た
ちの群衆、地下の岩山の威容に囲まれたこの場面全体がタルタロスTartare
一ギ神・地獄のさらに下の奈落で永劫の罰を受ける場所一を思わせた。突然、祈祷師
たちの一人が湖の方へ両腕を伸ばして叫んだ：《復讐の神よ、この雷雨と共
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にこの深淵から出るのはあなたですか？そうです、あなたは来られた：わ
れわれの祈願を受け入れて下さい！》、と。祈祷師は波の中に一匹のガガガ
ラ蛇を投げ；もう一人の神官は血の水盤を火の上にぶちまける：三重の闇
（？）が宥薩の下に拡がる。闇の中で数分が経過し、ついでに突然強烈な
光が時化模様の波と幻想的な岩山を照らす。偶像たちが消え、復讐の祭壇
である石の上には戦争用の円筒型の上着を着て、片手の棍棒に覚れかかっ
て、もう一方の手で松明を握っている老アダリオの姿しかもはや見られな
い。《戦士たちよ、自由が立ち上がり、250年以来地平線に留まっていた独
立の太陽は再びわれわれの森林地帯を照らそうとしている。神聖な日よ、
栄えあれ！春の最初の微笑に出会った老いぼれた楢のように、私の心はあ
なたの光を楽しんでいる！あなたのためにアダリオは彼のぼろ着を脱ぎ、
青年のように彼の長いふさふさした髪を洗い、彼は自由の息吹で生まれ変
わる。三つの短刀をよこしなさい》、と彼は言った。長老が三つの短刀を岩
の上から投げる。《若い戦士たちよ、君たちは討議するためにここに集めら
れており；君たちの長老たちは民族たちの総会の中で、湖の岩山において、
君たちに代わって発言し；荒野を荒らす悪者たちをわれわれの荒野から排
除することを誓った。君たちは外国の熊どもを滅ぼすために来たのだ。祝
宴の日がやって来た。君たちは死または自由に進むためにのみこれらの宥
廃を離れることになる。君たちが人間たちのことばを話すために地の深み
に隠れることを余儀なくされることになったとしてもこれが最後だ。斧を
よこせ》、とアダリオは言った。アダリオは自分の両足に血に染められた一
本の斧を投げる。喜びの混じった意表をつかれた驚きのひとつの叫びが若
い戦士たちの煮えたぎる勇気から漏れる。アダリオはまたことばを続け
る：《すべては君たちの父親たちによって決められている。眠りに沈んで、
われわれの抑圧者たちは死ぬなどということは考えてもいない。われわれ
は三つの中隊に分かれてこの洞窟から出て行く：私はナチェーズ族たちを
導いて、物陰を通って彼らを砦をよじ登る所へ連れて行く。あなた方、チ
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カッサウス族たちよ、あなた方の長老たちの誘導のもとにあなた方は第二
の部隊を組織し、ロザリー砦にある白人たちの村を襲うことになる。あな
た方、ミアミス族たちとヤゾウス族たちは第三の部隊を編成し、オンドゥ
レやウートゥーガミッツによってあなた方の復讐に導かれて、あなた方は
その住居の群れles　demeuresがあちこちの田園に配置されている白人たち
の命を奪うことになる。われわれ同様、彼らの鎖を砕く黒人奴隷たちはわ
れわれの数々の努力を助けてくれることになるだろう。お一、若い戦士た
ちよ！あなた方が果たすように動員されている様々な義務とはこのような
ものだ：ナチェーズ族たちの特別な主義主張は問題ではない：あなた方が
もたらすであろう打撃は広大な空間で繰り返されることになる。私があな
た方に話しをしている瞬間にも、あなた方のようにあちこちの洞窟に隠れ
ている無数の部族集団は外国の種族を皆殺しにするためにあなた方のよう
にそこから出て来るようになり；インディアンのその他の人々も間もなく
あなた方に倣うことになる。私にっいては、私は最早一日しか生きられな
いから、次の日にはシャクタスや私の妻や私の子供や孫と落ち合うことに
なるだろう：私は彼らの復讐をするためにのみ彼らより長く生きることが
許された。私はあなた方に私の嫁のことを委託する》、と。彼はそっ言って
自分の棍棒を若い戦士たちの真ん中に投げた。全般的な拍手喝采が《祖国
を解放しようと》という声と共に陰気な丸天井を揺さぶった。その時一人
の若い戦士がアダリオの傍らの石の上に上がるのが見られたが、それはウ
ートゥーガミッツで、彼は次のように言った：《あなた方は私の友人である
白人の戦士を私に殺させることを望んだ。彼はまったく到着しなかったの
だから；したがって、私は彼を殺さないが、私は彼を殺そうとする者は誰
でも殺すだろう1あなた方は夜の間に外国のノロ鹿たちchevreuils一外国人
たちの蔑称（？）一の喉を切って殺すことを望んでいるが私は誰一人殺害しな
いであろう。その日がやって来て、もし人々が闘っていれば、私は闘うだ
ろう。私は秘密を約束していて、私はそれを守った：数時間後に私の誓い
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の限界が越えられれば、私は自由になるであろうから、私は自分の気に入
るように自分の自由を行使するだろう。私には才気が無いから、私には話
す術が少しも分からないが；しかし私は平和の間は臆病な森鳩のようであ
っても、戦争の間は禿鷲のようである：オンドゥレ、私がそう言うのは君
に対してだ：素朴なウートゥーガミッツのことばを覚えておけ》、と。ウー
トゥーガミッツは波に飛び込むダイバ・一一一のように岩山の下に飛び下り；し
ばらくあとで人々は彼を探したが、最早見つからなかった。オンドゥレは
セルータの兄の演説から若者がルネの不在に満足していた一節しか注目し
ていなかった。酋長の後見人はその不在から激しい不安を強く感じていた
が；彼はその目論見の主要な目的を達成すること無しに、彼が構想を抱い
ていた計画を正に実行しようとしている自分の姿を見ていたのである。セ
ルータは葦を盗んで、彼女の望んでいるものを手に入れ、夫を救ったこと
に満足することが出来たのであった。オンドゥレには破局を延期する如何
なる方法も無かったし；そしてすべての人間世界の事象におけると同様に、
その望み通りに結末をつけなければならなかった。戦士たちは地下から外
に出て、そして糸杉林の濃い茂みに身を隠し、彼らは三つの部隊に分かれ
た。彼らはもっとも深い沈黙の中で地面に座り、前進の命令を待った。真
夜中が近づき；最後の葦が神殿で燃やされようとしていた。
　68。彼女の家sa　cabaneの中でセルータはどんな違った様子で心を奪われ
ていたことか！　木の葉のもっとも軽いざわめきにも身震いし、両眼を絶
えず戸口に注ぎ、自分の心臓の鼓動によってその最後の時間のすべての分
を数え、彼女は死ぬこと無しにはこのような激しい不安に長い間耐えるこ
とは出来なかったであろう。沈黙に耳を傾けていたおかげで、その沈黙が
彼女にとっては不吉な物音で満たされていた：ある時には彼女は遠くの幾
っもの声を聞いたように思い、ある時には彼女はあわただしい足音を聞い
ているような気がした。しかしそれは結局人気の無い小道をとどろかさせ
る足音などではまったくないのではないか？　それらは急速に近づく。セ
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ルータはもはや思い違いをすることなど考えられず；彼女は立ち上がりた
いと思うのだが；彼女からはカが抜けてしまっており；彼女は莫座に縛り
っけられたままで；額は汗で覆われていた。一人の男が戸口の敷居の上に
現われる。それはルネではない。それはニューオーリンズの親切な郷弾
兵、セルータを迎え入れてくれた年老いた女主人の息子、ダルタゲット中
隊長の兵士である。彼はその中隊長によってヤゾウス族たちの部署から書
かれた一通の短い手紙を持って来たのであった。大きな破局の不安または
予想の中で、待たれていた生蟄または敵の代わりに、一人の友人が入って
来るのを見ることは何たる幸運、何たる安堵であろう！　セルータは彼女
の力を再び見出し、立ち上がり、両腕を開いて榔弾兵の所に駆け寄るが、
しかし突然彼女は全体に亘る危険を思い出すことになったのであり；つま
りそれはルネが脅かされている唯一人のフランス人ではなく、全フランス
人が短刀の下にあり、なお一瞬もすればジャックも喉を切られて殺される
かもしれないということであった。《私の年老いて白人の母の息子さん、あ
なたが探している人はここにはおりませんので、この足で早く戻りなさい、
あなたはこの家では安全ではないので、偉大な精霊の名にかけて申し上げ
ますが、退去しなさい！》、と彼女は叫ぶ。榔弾兵は彼女の言っていること
が少しも理解出来ず；彼は彼女にルネ宛では少しもなく、彼女自身宛のも
のであるその短い手紙を見せた。セルータはその短い手紙を読むことが出
来なかった。ジャックとセルータは何度も繰り返される身振りをしても相
手の言わんとすることを伝えることに成功することが出来ないままに、そ
れでも互いに理解させることに努めはした。その時、彼女はそれで時を分
に分けることを学んでいたルネのものである砂時計が期限が切れた時間を
告げる砂の最後の粒を落とす。セルータは永遠の中に破滅的な瞬間が消え
るのを見る。セルータは叫び声をひとつ発して、ジャックの手から短い手
紙を奪い取り、兵士を彼女の家sa　cabaneの外へ押し出す。彼はその伝言を
一応果たしたので、セルータの異様な態度を理解出来なかったが、夜明け
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前にロザリー砦に達するために林地帯を横切って走る。中隊長の短い手紙
には何が書かれていたのか？　それは相変わらず分からなかった。手紙を
見つめ、物悲しそうな様子をしていなかった兵士のことばや物腰を思い出
して、セルータは自分の心に期待の光を入り込ませるが；はかない期待は
間もなくその暗い闇の中に消える。今や、一刻一刻がナチェーズ族たちに
おいては死に直面させられていたのであった。さらに数時間の不在が続き
そしてルネは彼の同国人たちにとってはすでに始まっている破局からは安
全な所にいた。新しい物音が聞こえる：それらの物音は彼の家sa　cabane
にルネを探しに来た殺人者たちであろうか？　彼らはそこに彼を見出さな
いであろう！　それともアメリーの弟自身の物音なのであろうか？　セル
ータは戸口に突進する：お一、奇跡だ！　ミラだ！　髪をふり乱し、青白
く、痩せていて、まるで墳墓から出てきたようにぼろぼろの衣服に覆われ
ているが、それでもいまだに魅力的なミラだ！　セルータは家la　cabaneの
奥に後ずさりして；彼女は叫ぶ：《私の兄嫁の幽霊だわ、あなたは私を探
しに来たの？　破滅的な瞬間がやって来たの？》、と。《私は幽霊などでは
ないわ；私はあなたの小さいミラよ》、と彼女の女友達の胸に倒れるように
してミラは答えた。そして二人の姉妹は彼女たちの両腕を絡み合わせ、彼
女たちの涙を混ぜ合わせ、彼女たちの魂をひとつにした。ミラは急いで言
った：《秘密が発覚してしまったのち、オンドゥレは私を櫻わせたのよ。彼
らは私を洞窟に閉じ込め、私をあらゆる種類の苦しみに耐えさせたけれ
ど；しかし私は警護隊を馬鹿にしてやったわ：あの夜私の看守たちは一時
私から遠ざかり、彼らは武装し、そして彼らは木々の下の他の戦士たちと
話しに出掛けたの。絶えず逃げ出す方法を探している私はあの悪人たちの
あとについて行ったの。私は彼らのうしろに忍び込んだの。一度逃げたら、
彼らは林の中のミラを雲の中の鳥より早くは捕らえられないわ。私は走っ
て来たのよ；ウートゥーガミッツは何処にいるの？　白人の戦士は到着し
たの？　私がこれからそれをウートゥーガミッツに言うように、あなたは
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彼にその秘密を言ったの？　もしあの醜い恋する祈祷師が私に本当のこと
を言ったのなら、破局までにあと八日はあるわ》、と。《お一、ミラ！　私
は人間たちの中でもっとも罪深く、もっとも不幸なの！私はルネの死を早
めてしまったの；私は八本の葦を盗み；謀りごとが行なわれるのは私があ
なたに話しをしている正にこの時刻においてなの》、とセルータは叫ぶ。《あ
なたはそんなことをしたの？私はあなたがそんなに勇敢だとは思わなかっ
たわ！ルネは到着したの？》、とミラは言った。《いいえ》、とセルータは即
座に答えた。《それじゃ、あなたは何を自分に答めているの？あなたは私の
解放者を救ったのよ：あなたは最早数時間待てばいいのよ。でもあなたは
何をしているの？これらの時間の間ウートゥーガミッツは何をしている
の？あなたは常に始めはよいけれど、いっも最後は駄目なのよ、セルータ。
あなたは莫産の上で泣くことに満足して、ルネが救えると思っているの？
私はこのように落ち着いてじっとしていることは出来ないし；私は自分の
感情を犠牲にすることもまったく出来ず；私は自分の友人たちの勇気を疑
うことも、冷酷な祖国に心を動かされることも、人殺したちの秘密を守る
こともまったく出来ないわ。悪人たちよ、お前たちは私を私の墓から逃し
たので、私はお前たちの不当な行為を暴露してやる！　もし彼がまだお前
たちの手にまったく落ちていなければ、私は私の解放者を救ってやる》、と
ミラは言った。ミラは彼女の義妹の両腕から脱して、《われわれは取り返し
のつかない時間を失っている》と叫びながら遠ざかって行く。
　69。ルネが彼の辿るべき進路を教えてくれたインディアンの女に出会っ
た日以来、彼は穏やかにナチェーズ族たちの国の方へ進んでいた。彼が歩
くにつれて、彼はより悲しくならなくなっていたし；彼の憂欝な心の傷の
数々は四散するように思われ；アメリーの弟がそのことで心を深く痛めて
いた不幸だけを彼女たちに懸念していた魅力的な対象である自分の妻や娘
に再会する瞬間に触れようとしていた。ルネは自分の手紙を自分に各めて
おり；耐え難い心の痛みが彼の心の底に残していたあの種の無関心さを自
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分に対して答めていた：彼の性格に反した行ないをしながら、彼は徐々に
もっと優しい、もっと愛1青の籠もった諸々の感情に身を委ねていた：死に
そうな人間が息を引き取る前に経験する心の安らぎに似た落着きへの回帰
である。セルータはとても美しかった！彼女はあれ程ルネを愛していた！
彼女は彼のためにあれ程苦しんでいた！ウートゥーガミッツ、シャクタス、
ダルタゲット、ミラはルネを待っていた。彼は地上に存在するすべてのも
のよりも優れているあの小さい社会を再び見出そうとしていたし；ルネの
姉の不幸を持つことも無く、しかしその女性の魅力を持つことになるであ
ろうあの第二のアメリーを膝の上に抱き上げることになろう。彼がいつも
抱いているものとは大変違ったこうした様々な考えがルネをナチェーズ族
たちの林地帯が見える所まで連れて行ったが；これらの林を見出して、彼
は異常な何物かを感じた。彼は自分の暖炉からのそれと見倣した煙がそこ
から出ているのを目にしたが；彼はまだかなり遠くにおり、それで彼は自
分の歩行を速めた。太陽は嵐の雲の中に沈み；そしてもっとも暗い夜（大
量虐殺そのものの夜）が地面を覆った。ルネは谷を通って自分の家に達す
るために長い遠回りをした。その谷を流れる川は増水していて、彼はそれ
を渡るのに多少苦労をし；そういうわけで、闇の中で二時間が失われその
各々のごく短い時間が長い年月のよう思われた。その斜面に彼の家sa
cabaneが建てられている丘によじ登り始めた時に、一人の男が彼を識別す
るために彼に近づき、そして姿を消した。アメリーの弟は彼が建てていた
住まいla　demeureからもはや弓の矢の届く距離にしかいなかった：開かれ
た戸口から漏れる弱い明かりが芝生の暗がりの上にその戸口の枠の外側を
描いていた。何の物音も人気の無い住まい且etoitからは出て来なかった。
ルネは今や中に入ることを躊躇しており；彼は半歩毎に立ち止まり；彼が
何故うしろに戻って、林地帯に入り込み、暁の再来を待つ気になるのか分
からなかった。ルネはもはや自分の行動を抑えられず；抗し難い力が彼を
神慮の意志に従わせていた：彼の気持に反し、彼の乗り越えることをひど
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く恐れている敷居まで押されて彼は家La　cabaneの中に一瞥を投ずる。セ
ルータは自分の胸に頭を下げ、髪の毛を自分の額の上に垂れ下がらせて、
もっとも謙虚な、もっとも熱烈な祈りの身振りの中で、両手を組み、両腕
を上げて脆いていた。夜を徹しての時間の長さに耐えられるように長くさ
れた芯が光を暗くしている弱い炎が暖炉の片隅で燃えていた。その暖炉の
上で寝そべっているルネの愛犬はその主人に気付き、喜びの様子を見せた
が、しかし犬は運命の神が定める瞬間を急がせることを恐れたかのよう
に、少しも立がらなかった。家la　cabaneの彫刻を施された梁のひとつにぶ
ら下げられたその揺り籠で、ルネの娘はセルータには自分の苦しみに心を
奪われてその耳に入らない小さなロ申き声を出していた。ルネは敷居の上に
立ち止まって、黙ってその物悲しい、そして感動的な光景を凝視していた
が；彼は天に向けられたそれらの祈りが彼のために捧げられていることを
見抜く：彼の心は最大の感謝の念に打たれ；激しく燃焼する心の傷がずっ
と前から涙を乾かしていた彼の両眼は思わず甘美な涙の奔流を送らせる：
《セルータ！　私のセルータ！》と叫びながら、彼は不幸な女の所へ跳ん
で行き、彼女を再び起こし、激しく抱きしめる。セルータは話そうとする
が、愛が、恐怖が、絶望が彼女の口を閉ざし；彼女は声の調子を取り戻す
ために激しい努力を繰り返し；彼女の両腕は揺れ動き、彼女の両唇は震え；
ついに鋭い叫びが彼女の胸から出て、彼女の声を取り戻させる：《彼を救っ
て下さい、彼を救って下さい！救いの精霊たちよ、あなたの住まいvotre
demeureに彼を連れて行って下さい！》、と彼女は叫ぶ。セルータは彼女の
夫の首の周りに彼女の両腕を回し、彼を包み、そこに彼を隠すために彼を
自分の胸にしまい込もうとしているような様子である。ルネはいつに無い
愛撫を自分の妻に惜し気なく与える。《お前どうした、私のセルータ？　安
心しろ、お前を保護し、お前を守るために私は来たのだ》、と彼は彼女に言
った。セルータは戸口の方を見つめながら叫ぶ：《彼らがあそこにいる。彼
らがあそこにいる》と。彼女は彼を覆い隠そうとしてルネの前に身を置く。
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《人非人共め！あんな方は私の胸を通してのみ彼を手に入れられるのよ》、
と彼女は声を上げる。《私のセルータ、このように君を取り乱させるような
ことが出来る者は誰もいないではないか？》、とルネは言っtc　Sセルータは
自分の両足で地面を踏みつけて：《逃げなさい、逃げなさい1　いや違う、
来て下さい；私の床の毛皮類の下に隠れなさい；女の衣服を身に着けなさ
い》、と言った。悲嘆に暮れた妻は自分の薄物の衣服類を引き出して、それ
らで自分の夫を覆い隠そうとする。《セルータ、君の分別を取り戻しなさ
い：如何なる危険も私を脅かしてはいない》、と夫は言った。《何の危険も
無いですって！　あなたを殺すのは私ではないとおっしゃるの？　あなた
の死を急がせているのは私ではないと言われるのですか？　葦を盗んでそ
の日を決めたのは私ではないのですか？　一一一ある秘密が一一一　お一、
私の祖国よ！》、と彼のことばを遮ってセルータは言った。《秘密だって？》、
とルネは即座に言い返した。《私はそんなことは言いませんでした！　お
一！　あなたの生存に残されているこの唯一の一瞬を無駄にしないで下さ
い！　二人共逃げましょう1　私と一緒に河に身を投げるようにして下さ
い》とセルータは叫ぶ。セルータはルネの両膝の所におり；彼女は彼の両
足の埃に接吻して、たった数時間の間遠ざかることを彼の娘の名にかけて
彼に懇願する。《日の出にはあなたは救われるでしょうし；ウートゥーガミ
ッツも来るでしょうし；現在あなたに言うことが出来ないことをあなたは
すべて知るでしょう！》、と彼女は言った。《よろしい！　もしそうするこ
とが君の病を癒せるのなら、私は遠ざかるが；もっとあとでこの不可思議
なことを私に説明してくれ、それはきっと激しい熱によって乱された君の
分別の乱れに過ぎない》、とルネは言った。すっかり喜んだセルータは自分
の娘の揺り籠に突き進み、アメリーを彼女の父親の接吻に差し出し、そし
てその同じ揺り籠でルネを戸口の方へ押し出す。ルネはやがて出て行こう
とする：武器の音がひとつ外で響くのが聞こえた。ルネが頭を回すと、投
げられた斧が彼に当たり、彼の額に深く食い込む。ルネは彼の家sa　cabane
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で倒れる：ルネはもういない！　オンドゥレは彼の共犯者たちを退かせ
る：彼は唯一人、気絶し、血の中でルネの遺体の傍らに横たわっているセ
ルータと一緒にいる。彼は名状し難い笑いを浮かべて笑っている。消えて
行く松明の光で、彼は一方から他方の犠牲者に彼の眼差しを彷裡わせる。
時折彼は両足で恋仇の屍を踏みにじり、そして短刀の数撃をそれに突き通
す。彼はセルータを部分的に裸にして、そして彼女に見とれる。彼はそれ
以上のことをし一一一、ついで松明を消し、彼の二重の犯罪の証人である場所
の戸口を閉めたあとで、他の幾多の殺人の責任者の務めに走る。
　70。もしセルータが光で両眼を再び決して開けることがなかったなら
ば、幸福で、千倍も幸福であったであろうに！　だが神はそれを望まな
かった。ルネの妻はオンドゥレの退去のすぐあとで意識を取り戻した。最
初彼女は両腕を拡げ、それが何であるか分からずに彼女の周りで流れ出て
いる血の中に両手を浸す。彼女は努力して座った姿勢になり、頭を揺すり、
彼女の幾つもの思い出を集め、彼女が何処にいるのか、彼女がどうなって
いるのかを推測しようと務める。神慮の恩恵によって、インディアンの女
は彼女の正気をまだ取り戻していなかった：彼女はぞっとするような何事
かの雑然としたひとつの考えだけを抱いていた。彼女は自分の前で自分の
両腕を曲げ、闇が深い家1a　cabaneの中に彼女の両眼を走らせる。死の沈黙
は時折犬の鳴き声によってのみ中断された。セルータは幾つかの語を眩く
ことを望んだが虚しかった。その時、彼女は自分の母親のタバニカを見た
ように思った。セルータを育てた乳房は消えてしまい；死んだその女の両
唇も消え去り、剥き出しの歯をあらわにし；彼女の鼻も両眼も無かった。
タバニカは痩せ細った片手で自分の持っていない内蔵を押しているように
思われた。セルータは自分の母親の方に進もうと望み；彼女は立ち上がり、
自分の両膝を折って再び倒れ、そして自分の家sa　cabaneの中を行き当たり
ばったりに這って行く：半ば解かれた彼女の衣服は、湿った毛織物のしわ
くちゃになった状態を理解させた。彼女はルネの遺体に出くわしたが；幾
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度もの自分の努力で疲れ切って、彼女は彼と分からずにそこにある椅子に
座る：彼女はそこで気持が落着き、そしてそこで息をついた。暫く経って、
家la　cabaneの戸口が半ば開かれ、ひとつの声がとても低音で言った：《あ
なたはそこにいるの？》、と。セルータはその声で半ば我に帰った状態une
demi－existenceに呼び戻されて答えた：《ええ、私はここにいるわ》、と。あ
一、彼が来たの？》、とミラは言った。《誰が？》、とセルータは尋ねた。《ル
ネなの？》、とミラは即座に言い返した。《私は彼に会わなかったわ》、とセ
ルータは言った。《そして私の方でも、私も彼を見出すことが出来なかった
のだけど；殺人者たちはまだ現われなかったわけね？　あなたの旦那はま
だ戻らなかったのね？それで彼は救われたのね？》、と相変わらず低い声
でミラは言った。セルータは何も答えなかった。《何故あなたは明かり無
しでいるの？私は怖くて、あえて中に入れない》、とミラはまた続けた。
セルータは何故彼女が明かり無しでいるのか彼女には分からないと答えた。
《何とあなたの声は異常なのでしょう、あなたは病気なの？　家la　cabane
は殺鐵の臭いがするわ：待って；私はあなたのとこへ行くわ》、とミラは叫
んだ。ミラは敷居を跨ぎ、そして戸口は開かれた。《あなたは莫産の上に何
を流したの？　私の両足は地面にくっついているけれど；あなたは何処に
いるの？　私に片手を伸ばしてちょうだい》、と暗闇の中を歩きながら彼
女は言った。《ここよ》、とセルータは言った。《私はこれ以上遠くへは行
けない；私は気が遠くなりそうよ》、とミラは即座に言い返した。家la　cabane
の戸口は再び半ば開かれた：ウートゥーガミッツの声がセルータを呼ぶ。
《ウートゥーガミッツだわ、神に祝福あれ！　われわれは救われる》、とミ
ラは叫んだ。《話しをしているのは誰だ？　ミラではないのか？　親愛な
る幽霊よ、君はルネを救いに来たのか？》、と恐怖に囚われたウートゥーガ
ミッツは言った。《そうよ；でも早く入って、セルータの具合が悪いの》、
とミラは即座に言い返した。ウートゥーガミッツはミラの幽霊の声を聞い
ていると思って、身震いしながら家la　cabaneの中に入る。《私に片手を出
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して；私の胸にそれを当てて；あなたには私が幽霊でないことが分かるで
しょう：私は洞窟に閉じ込められていて、私は逃げ出したのよ》、とミラは
言った。ミラは暗闇に拡げられていたウートゥーガミッツの片手を掴み、
そしてその手を自分の胸に持って行った。《まるで生きているようだが、し
かし私は君が死んだことを知っており；私は君がルネを救うために戻って
来たことを感謝している。ところでセルータ、ともかく話しをしてくれ》、
とウートゥーガミッツは言った。《私は呼ばれているの？》、とセルータは
言った。《君は墓の奥から答えているのか？私は戦場の空気を吸っている
が；私の両足には血が流れている》、と彼の妹の陰気な声に驚かされてウー
トゥーガミッツは叫んだ。《血だわ！　ともかく松明をつけて》、とミラは
叫んだ。ウートゥーガミッツは手探りで暖炉を探し；彼はそこに楢の苔と
二つの火打ち石を見出し；彼は二つの石を互いにぶつけ合う：ひとつの火
花が苔に落ち、そして突然ひとつの炎が暖炉の真ん中で上がる。三つのぞ
っとするような叫び声が同時にセルータとミラとウートゥーガミッツの口
から思わず出る。血に溢れた家la　cabane、屍の最後の幾度かの痙攣によっ
てひっくり返された幾つかの家具、地面の汚れを避けるために幾つも椅子
やテーブルの上に上がった家畜たち一？，これでは家の中に幾つかの家畜がいたこ
とになるが、そのような記述はこれまで一度も無い一、ルネの胸の上に座っているセ
ルータ、しかもあとの二つは太陽も不快にさせたであろう二つの犯罪をあ
らわに示しており；ミラは両眼を半ばそれらの眼窩1eur　orbiteから浮き出
させて、立ったままでおり；ウートゥーガミッツはその額に稲妻によって
なされたような筋がイ寸けられていたが；目の前に晒された状況は以上のよ
うな有様である。ミラが最初の沈黙を破り；ルネの屍の上に駆け寄り、彼
女の両腕で彼を抱きしめ、彼女の両唇を彼に押し当てる。《万事休すだわ！
お一、私の解放者よ、私がこのようにしてあなたと再会しなければならな
いとは！意気地の無い味方たち、臆病な心、あなた方の当てにならない推
量によって、あなた方のいつもの決断の無さによって彼を殺害したのはあ
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なた方よ！あなたの秘密をしっかり守ったことに満足しなさい、ウートゥ
ーガミッツ、でも今はあれ程神聖な友情であなたのために鼓動していたこ
の心臓に生気を取り戻させなさい！　お一、あなたは高潔な戦士です！
私はあなたの勇気を認めますが；しかし私には近寄らないで下さい：私は
あなたの抱擁よりはあなたがこの家cette　cabaneの中でその仕業を見てい
るあの人非人の抱擁iの方を好むでしょう》、と彼女は叫ぶ。絶望が最初はル
ネに恋心を寄せる女でありついで女友達となった若いインディアン女から
分別を奪っていた。ウートゥーガミッツは墓石のように黙って彼女の話し
を聴いていたが；ついで突然《ここから出て行け、忌まわしい幽霊の不吉
な影法師め、私の魂をむさぼり食おうとしている飢えた影法師め！》、と
言った。《あなたの友人ですって！あなたはあえてあなたが彼の友人だと
言っている！あなたはむしろ今やこの血まみれの遺骸の上で失神している
この愛の無い女のように、地上に消え失せることを嘆願しなければならな
いのではないでしょうか？私だけがルネを愛した！　あなたが私を幽霊だ
と信じる振りをしても無駄です：私は存在しているし、私がその目論見を
暴こうとしていた極悪人たちがそこに私を投げ込んでしまった洞窟から私
は出て来ているのです。あなたはかつてあなたが秘密の義務を負っている
と信じることが出来ましたか？あなたは自由が犯罪の成果であるかもしれ
ないと想い描くことが出来ましたか？》、と再び頭を上げながらミラは言っ
た。ここでセルータは意識を取り戻したようで、彼女は両眼を開けそして
身を起こして；彼女のもやもやした色々な想念がはっきり見えて来た：彼
女は自分の数々の不幸を再び思い出し；彼女にミラやウートゥーガミッツ
がそれと分かり；彼女には男たちの中でももっとも不幸な男のひどい亡骸
もそれと分かる。苦しみが彼女に様々な力を取り戻させ；彼女は立ち上が
り、彼女は叫ぶ：《彼を殺したのは私です》、と。《そうよ、それはあなたよ！》、
と絶望によって残酷になったミラが今度は叫ぶ。《ルネ、私は自分の魂が精
霊を崇拝するようにあなたを熱愛し；あなたの手紙は私の心の奥で何も変
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えてはおらず；私は朝の太陽のようにあなたを尊敬し；私はその母親にま
だ微笑させただけであった娘と同じようにあなたは潔白であったと、死ん
でしまう前にあなたに言いたかったのです》、とセルータは夫の屍に話しか
けながら、もっとも熱烈な口調で言った。《それでは何故あなたは秘密を守
ったの？　あなたは不在の夫にそれを教えることが出来ないのだから、ど
うしてあなたはそのことをフランス人たちに知らせなかったの？》、とミラ
は言った。ミラは幾度ものすすり泣きを始め、そして彼女の涙は嵐の雨の
ように早められた多量の流れとなって滴れ落ちる。セルータの兄はその時
敬意を込めて、彼の友人の遺体に近づきながら次のように言った：《ミラは
あなたが罪人ではないと言った。何と幸福なことか！　あなたはだから死
ぬことが出来たのだ》、と。彼女の絶望にも拘わらず、ミラはこのことばを
理解し、そして若い未開人の男に怒る気持を無くした片手を差し出した。
ウートゥーガミッツは次のようなことばを続けた：《私は少しも愛していな
いし、私は悪い友人であり、私はあなたを殺すであろうと彼らにはっきり
言っていた。だが私はあなたを救うために地下の湖から出て；私は四方に
走ったが；あなたを見たと主張する戦士たちは私を道に迷わせた：私は単
純で、いつも人に騙される。あなたはたった一人で死んだが、私もまた死
ぬことになるけれど；しかし私にはその前にしなければならないことがあ
る一一一。だが祖国が彼一オンドゥレのことと思われるが？一を必要としなくな
るまで私は待つであろうが、それというのも祖国を守らなければならない
からだ》、と。その時セルータは痙攣に襲われた。非常に冷たい汗の多量の
流出が彼女の額に筋を付ける：彼女は窒息死することを求め、一方の側か
ら他方の側に転げ回り、様々な喩り声を発する。ウートゥーガミッツとミ
ラは彼女の救いに駆け寄り；セルータは彼らを見つめそして彼女の両脇腹
を押しながら彼らに言う：《あなた方はそれを知っていますか？　死が私
に暴力を働いたのですか？》、と。ミラは叫び声を発する：彼女は見抜いた
のだ！理解しなかったウートゥーガミッツはなおも話しをしようとす
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る：ミラは彼を遮って、《あなたは何ひとつ御存知ないでしょうが、私が漠
然と理解して渇・ることの傍らであなたの友人の屍はすばらしく魅力的なひ
とつの光景なのよ》、と言った一っまりオンドゥレはルネの屍を楽しみながらこれ見よ
がしにセルータに暴行を働いたということ一。夜が明け始め；大砲がロザリー砦の
傍らで轟き；シャクタスの女親族がルネの家la　cabaneに到着したが；彼女
たちは彼女の夫の不在についてセルータを祝福しにやって来たのであっ
た：彼女たちはその恐ろしい光景に出会う。《ご婦人方、戦いは行なわれて
います：私は自分の祖国に自分の血を負っています。私がこの世の中でも
っとも大切なものとして持っているものをあなた方に委ねます：人々がそ
う言っていたようにまったく死んでいなかった私の妻と私の妹と私の友人
の遺骸を。私は間もなく戻って来ます》、とウートゥーガミッツは言った。
彼は外に出て、武器類の音が彼を呼んでいる場所の方へ進む。婦人たちは
彼女たちを互いに腕を組ませて木の葉の床の上に置いたセルータとミラを
運び出した。ルネの遺体を家la　cabaneの中に置いたままにしてそこを閉め
た。彼女たちは二人の女友達をシャクタスの元の住まいに運び、そして二
人にもっとも優しい心遣いを惜しまなかった：彼女たちを死なせることが
より人間的であったのかもしれないのに。
　71。大多数の植民者たちがナチェーズ族たちの所で非業の死を遂げ；十
七名の者たちだけが大量虐殺から逃れた2。逃げ出した負傷兵たちの中には、
榔弾兵のジャックがいた。砦の闇の中で攻撃され、そして歩哨兵たちはイ
ンディアン達が武装しているのを知る前に喉を切って殺された。司令官の
軽率さによって、守備隊は百人くらいの人数で、残りのすべては河に沿っ
た様々な幾つもの部署に散らばっていた。陰謀が事実だと信じたがらなか
ったシェパL－・一ルは城壁のあちこちでなされる大騒ぎに駆けつけたが、アダ
2cf．　P．1246の注、　P．567の1．　シャルウヴォワに従えば、二十名の生存者だけがおり，
その他に、百五十名の子供たち，八十名の女たち、殆ど同じ数のニグロたちが捕虜とな
った。インディアン達は妊娠している女たちの腹を裂く一n、P，469－．
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リオの斧で倒れた。オンドゥレによって見つけられた彼の買収者であり、
彼の共犯者でもあるフェブリアーノはその未開人によって殺された。フラ
ンス人たちの所では特別に一軒の家une　maisonでだけ抵抗があった3。攻撃
を指揮するアダリオはそこで殺された：彼は大いなる悦びに満ちて息を引
き取ったが；彼は自分の祖国を解放し、自分の家族の復讐をしたと信じた。
ウートゥーガミッツによって耳にされた大砲の発砲は砦の征服のあとで、
インディアン達自身によって勝利の印として発射されたものであった。セ
ルータの兄は自分の腕が無用であると思って、ルネの家la　cabaneに戻った。
彼は生命の無い遣骸の傍らに座った。秘儀を行なうような様子で、彼の友
人の胸の中を見るように傷のひとつに目を近づけた。称賛を込めて両手を
合わせて、奇妙な男は熱の籠もった情愛の幾っかの言棄を述べた。次いで
彼はテーブルの上にある石の小さい盃をひとつ取ってルネの血を集め、自
分の静脈を切ったあとで、自分の血と一緒にしてルネの血を温めた。彼の
金の精霊le　Manitouを友情の霊薬le　philtre一二人の血の混ぜ合わせたもの？一の
中に浸し、そして彼は自分の首にその鎖を再び付けた。
　72。オンドゥレの激怒は癒されたが、彼の情念はそうではなかった。ぞ
っとするような大宴会une　orgieから出て、葡萄酒と成功と恋に酔って、
セルータと再会することを望んだ。殺人と性的放縦のまったくの虚栄toute
la　pompeの中で、彼は苦しみの奥の院且e　sanctuaire　de　la　douleurに進み；彼
の幾つもの犯罪が、死刑執行人が受刑者について行くように、彼と共に動
いて行った。酋長の後見人と彼の取巻きたちses　satellitesの騒々しい高笑
いが遠くから聞こえた。オンドゥレはその家la　cabaneに到着する：彼は自
分の友人たちに少し距離を置いてじっとしているように命じていたが、そ
れというのも彼は自分の目論見を持っていたからである。彼はセルータの
3cf．　P．1246の注、　P．568のL　シャルルヴォワによれば一前記，　P．594を見ること一，
それはドゥ・ラ・ロワール・デ・ジュルザン氏M．de　La　Loire　des　Ursinsの家であったよ
うである．
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所でウートゥーガミッツに気付いた時に数歩後退する。間もなく彼の自信
を取り戻して、《君はそこで何をしているのだ？》、と彼はウートゥーガミ
ッツに言った。《私はお前を待っていたんだ；私はお前が戦争捕虜一＝ルネ
ーの祝宴をとり行なうためにお前の子分たちと一緒に来るだろうと確信し
ていた。お前は血の大鍋を持っているか？白い肉というのはすばらしい料
理だ！全部むさぼり喰うな：私はお前に私の友人の心臓だけを求める》、
とウートゥーガミッツは答えた。《それはもっともだ。われわれはそれを
君に取って置いてやる》、と残忍なオンドゥレは言った。新しい笑いがそれ
らのことばに続いた。《ところで、君の妹は何処にいるのだ？今晩、彼女
は何とこの立派な白人の戦士に忠実であったことか！彼女は私に対する彼
女の憎悪をすっかり失い；彼女はアカンシーに対する私の愛を大目に見て
くれた一気絶してしまったセルータを犯したオンドゥレの身勝手で図々しさの極みである
自己弁護にもならない自己弁明のうぬぼれた言辞、以下にも同様な言辞が続く．さらにそのあ
とに作者の客観的な説明が加えられてレ・る一。おいで、私の魅力的な鳩さん；君は
一体何処にいるんだ？　君は私に次回の逢引の約束をしてくれるだろう
か？》、と葡萄酒ののぼせla　vapeurが用心深さla　prevoyanceを彼から奪っ
ている変態性欲者1e　perversは続け、そしてオンドゥレは家1a　cabaneの中
に入った。ウートゥーガミッツはルネが彼にくれていた猟銃にもたれて立
ち上がる：《著名な首領よ、われわれのすべての敵は死んだのか？》、と突
然ことばと態度を変えて彼は言った。《君はそれを疑っているのか？》、と
オンドゥレは叫んだ。《そうなら、祖国は救われ、祖国に防衛する者は最早
必要ではなくなるのではないか？すべては将来に亘って安全なのか？有名
な戦士よ、お前は平和に安らいでいられるのか？》、とウートゥーガミッツ
は言った。《そうだとも、親愛なるウートゥーガミッツ、私は百年でも君の
妹と一緒に快楽の莚の上で安らいでいることが出来る》、と質問の危険さ
と高潔さ1a　magnaniniteを同時に理解するために必要なものを持っていな
い酋長の後見人は答えた。ルネの遺体がオンドゥレをウートゥーガミッツ
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から隔てていた。《この夜は、オンドゥレ、お前にとっては骨の折れるもの
であったが、お前の腕は最早祖国に必要なものではないので、だから休息
に行け。私はお前の斧をお前に返してやろう》、とウートゥーガミッツは言
った。ウートゥーガミッツは酋長の後見人がそれでルネを殴った斧を拾う
が；それは家la　cabaneの中にそのまま残されていたのであった。オンドゥ
レはそれを取り戻すために片腕を前に出す。《そうではない、そのようなこ
とのためではない》とウートゥーガミッツは言い、そして両手で斧を持ち
上げて、たったの一撃で人非人の頭を裂き、その頭は冒涜の言葉ひとつun
blaspheme叫ぶ暇も無しにルネの遺体の上に落ちる。ウートゥーガミッツ
は外に出て、オンドゥレの取巻き達を銃を頬に当てて狙い、そして悪人に
とっては大変恐ろしい廉潔の士の声で彼らに叫ぶ：《汚れた同類の仲間よ、
姿を消せ、さもないとお前たちをお前たちの支配者の傍らで生蟄として殺
す！》、と。セルータの兄の友人たちである若い戦士たちの一群が進んで来
るのを見て緑でなし共は逃げ出した。突然現れた戦士たちは大変大きい不
幸の数々を悼んだ。《さて、私は間もなくここに戻って来るが、いずれにせ
よ私はミラや私の妹に金の精霊le　Manitou　d’orがしてくれたことを言いに
行かなければならない》、とウートゥーガミッツは彼らに言った。
　73。セルータは彼女の兄の話しを理解することは出来なかったが（？）；
人々は絶えず彼女が息を引き取るのを見るのではないかと心配していた。
ミラはオンドゥレの死を平然と耳に入れた。《あなたはもっと早く犬共に
餌を与えなければならなかった一オンドゥレの手下共に彼の死様を見せてやるとい
うことであろう一》、と彼女は言った。ウートゥーガミッツは次の夜にアメリ
ーの弟の神聖な遺骸を探しに戻り；彼はそれを彼の両肩で丘の麓に運び、
人里離れた場所に穴を掘り、彼はそこを誰にも見せたがらなかった：彼は
そこに生涯孤独だけを求めていた者の遺体を埋めた。《私は自分が偽りの
友であることを知っている：私はあなたを殺してしまったが；しかし私を
待っていてくれ；われわれは魂の国で互いに釈明することにしよう》、と引
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き下がりながら彼は言った。セルータの兄は人生でなすべきことが最早何
も無かったが、しかし彼は自分の妹が彼を必要としないかということとミ
ラが庇護者無しで済ませることが出来るかということを確認したかった。
すでに月は悲劇的な大惨事以来その進路を三度も走破し終えており、そし
てセルータは相変わらず正に息を引き取りそうな状態でいながら、絶えず
元気を取り戻しそうにも見えた。天の怒りの盃は少しも空にはされておら
ず、ルネの運命の守護神は、人間たちの血で生きているあれらの夜の幽霊
のように、なおもセルータに付き纏っていた。いずれにせよ彼女はどんな
食物も拒絶していた：彼女の未開の友人たちは彼女に無理矢理に幾滴かの
楓の水を飲ませることを余儀なくされた。優美さと美しさの手本である彼
女の体はその幹で枯れている若いポプラに似てもはや軽い骸骨に過ぎなか
った。不幸な未亡人が分別を取り戻した時には、彼女は無言であり；彼女
が苦しみの精神錯乱に陥る時には、彼女は叫び声を上げていた。その時彼
女は同時にオンドゥレとアメリーの弟という彼女をむさぼり食おうとして
いる二つの亡霊を遠ざけるために数々の努力をし；彼女は彼女には未知の、
天の高みから哀れみの様子で彼女に微笑んでいる一人の女性を見ていた。
彼女の女友達の数々の不幸の証人であるミラは自分自身の数々の悲しみが
恥ずかしかった：彼女はセルータの傍らでその日々を過ごし、セルータの
数々の苦しみに絶えず気を配り、その床で彼女に寝返りをさせてやり、ル
ネの娘の母親代わりもしてやっていた。幼い片親の子はすでに美しかった
が、とてもおとなしかったし；ミラの胸で、彼女はアメリカの森林のもっ
ともきらびやかな鳥の翼の下での小さい白い鳩のような様子をしていた。
時々ウートゥーガミッツは自分の妻や自分の妹に会いに来て；床の端に座
り、セルータの片手を握るか、または両膝の上でアメリーをあやしていた。
彼はすぐに立ち上がり、子供をミラの両腕に戻し、黙って引き下がった。
若い男は衰弱していた：毎日彼の額はますます青白くなり、そして彼の様
子はますます元気の無いものになり；彼はルネのこともセルータのことも
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ミラのことも話しをしなくなっていた。毎晩彼はルネの血で一杯になって
いる石の小さい壷を訪れ、そしてその血が少しも乾いていないことに驚き
をもって注目していた4。ウートゥーガミッツは彼が最早身に付けていない
金の精霊を壷の周りにぶら下げたままにしておいた。ある晩彼は自分の妹
にいつもの彼の訪問をしに来た。ミラと幾人ものインディアンの女たちが
苦悩les　tribulationsの寝台の周りに並んでいた：突然、彼女たちの深く驚
いたことに、セルータは身を起こし、自分自身で彼女の床の上に座る。人々
はその時彼女がしている様子をまだ一度も彼女に見たことはなかった：そ
れは苦しみと美しさの点で超人間的な何ものかであった。彼女はまず自分
の胸に頭を下げたが、しかし間もなく弱い赤みが消え失せている彼女の青
白い額を再び上げ、彼女はしっかりした声で言った：《私は食べたいので
すが》、と。そうした言葉はウートゥーガミッツを驚かせた：それは彼女の
数々の不幸の夜以来、セルータの発した最初の言葉であり、そして彼女は
絶えず食べることを拒絶していたのであった。彼女がその絶望から回復し、
そして生きる決心をしているのだと考えて、年配の婦人たちは悦びの声を
上げ、そして彼女の所へ新しい玉蜀黍を急いで持って行った。しかしミラ
はセルータを見つめて彼女に言った：《あなたは食べたいの？》、と。《そう
よ；現在私は生きなければならないの》、とセルータは今度はミラを見つめ
ながら即座に言い返した。ミラは両手を天に上げ、そして叫んだ：《お一、
婦徳vertuよ！》、と。ウートゥーガミッツは頑固な彼の沈黙を自ら破って
言った：《どうしたのだ？》、と。《崇拝しなさい、あなたがここで目にして
いるものは一人の女性ではなく；それは一人の守護神の女友達です》、とミ
ラはまた続けた。《何故彼を騙すの？》、とセルータは言った。《私の友よ、
私の運命は私を越えた所で成し遂げられます：私は自分の胸の中に死から
4cf，　P．1246の注，　P．　571の1．
事象一奇跡一ではない．
もっと先一P573一に見られるように、それは超自然の
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生まれたひとつの亡霊を発見したばかりなのです》5、と彼女の兄の方に向
きを変えながら彼女は付け加えた。ウートゥーガミッツは逃げ去った。セ
ルータは母親であった：彼女はその人生を諦めて受け入れた。翌日の昼の
光線でルネの未亡人の顔は黒壇色に、彼女の毛髪は白鳥の色になっていた。
幾つもの日差しがセルータの額の陰を明るくしていたが、しかし彼女の長
いふさふさした髪からは不運による老化を少しも見えなくさせてはいなか
った。
　74。ダルタゲット中隊長がナチェーズ族たちの破滅、ルネの暗殺、セル
ータの数々の悲惨な運命を知った時に、彼の心は打ちのめされるのを感じ
た：彼は気高い友情でアメリーの弟に結び付けられており；彼は密かに自
分の兄弟という優しい名前を彼に与えて、自分の命を失わずに待ち続けさ
せてくれた女性に対して心の籠もった情愛を抱いていた。ニューオーリン
ズに呼び戻された彼はアデライードやアルレイや榔弾兵のジャックや彼の
老母と共に涙を流した。ウートゥーガミッツはルネの墓を隠してしまって
おり；ダルタゲットはアメリーの弟を忍ぶよすがとしてひとつの儀式を行
なわせた：彼は忘れられるようにと望んでいた者を心の留めることを神に
祈った。その間に、幾つもの部隊がインディアン達を罰しに行くために四
方から集まった。神殿から引き出された八本の葦は、スエル神父が虐殺さ
れたヤゾウス族たちの所を除いて6、陰謀を企てた他の部族集団たちにおけ
る全般的な陰謀を挫折させていた。フランス軍がロザリー砦に到着した。
彼らの間で分裂させられていたにも拘わらず、ナチェーズ族たちは勇敢に
抵抗し、そして武器類の重さに辛うじて耐えることの出来たウートゥーガ
ミッツは再び彼の勇気を賞賛された。しかしついに奔流に屈し、そして永
遠に祖国を離れなければならなかった。ある夜、ナチェーズ族たちは彼ら
5cf．　P．1246の注，　P．572の1．オンドゥレによって犯された強姦の結果．
6cf．　P．1246の注，　P．572の2．シャルルヴォワによれば、1729年、12月11日一〇p，　cit．，
II，　P．　469－P．206のn．1を見ること．
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の父祖たちの骨を掘り出し、それらを彼らの両肩に載せ、若い戦士たちの
間に女たちや老人たちや子供たちを置いて、彼らが何処に安住の地を見出
すことになるか分からずに、荒野に旅立った。ダルタゲット中隊長はチカ
ッサウス族たちを攻撃する責務を負った諸部隊の師団1a　divisionの中にお
り；彼は敵の前で退却を行ない、その際に彼は最高の栄誉を獲得したが、
しかし彼は忠実な榔弾兵と共に命を失った。彼は軍隊を救ったあとになっ
て死んだので、一般には彼は死を求めていたのだと信じられた。アデライ
ードとアルレイはアメリカを離れてしまっていたし；ジャックの母親は老
齢で息を引き取っていた。亡命中のナチェーズ族たちの僅かの残りの者た
ちはすでに人気の無い荒野の中にあった。ウートゥーガミッツは祖国の土
を離れて五カ月後に死んだ。その時人々は血の壷を新鮮な状態に戻すため
に毎夜彼が自分の静脈を切り続けていることを知ったが、彼の血は友情よ
り前に使い尽くされた。彼は死ぬことに極端な悦びを示し、そして遺産と
して（それが彼の全財産であったが）血の壷と金の精霊をルネの娘に残し
た。彼が自分の友人を埋葬したように、彼は見知らぬ一本の木の下に埋葬
された。彼の死の数日後、セルータは娘を産んだ：彼女は赤ん坊を胸に抱
きながら両眼を閉じ；そして彼女が赤ん坊に授乳したあとで、彼女は自分
の両肩に赤ん坊を吊るした。彼女はあとになってもこのような振る舞いを
続けていたので、従って、彼女が亡霊とのみ呼んでいる子供を決して見る
ことはなかった。今度は彼女の方も未亡人となったミラは、セルータがも
う一人の娘を生んだあとは、生気を奪うことを恐れて最早触れようともし
なかったルネの娘をいっも抱い七いた。セルータは痙攣を起こしてしまう
ので、そのもう一人の娘を決して抱きしめることはなかった。時折ルネの
妻はその子供を正に引き裂こうという気持にもなっていたが、母親として
の感情が彼女の両手を無力なものにしていた。そのような闘い、このよう
な責め苦を誰が描くことが出来るであろうか？　ミラは亡命者たちの感嘆
を呼び起こしていた。十七歳の春となって美しくなるやいなや、彼女は勇
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気と驚くべき分別を発揮していた。彼女はセルータのためにだけ生きてお
り；彼女はセルータの床や食物の用意をし；ルネの娘の母親にもなってい
た。そのきびきびした態度の数々は少しも変えられなかったが；しかし彼
女は沈黙を守り、最早身振りと微笑によってしか話しをしなかった。ナチ
ェーズ族たちは昔彼らの部族集団と同盟を結んでいた部族集団の所で受入
れてもらえることになった7。一人の亡命者は嘆願者の踊りを始め、追放さ
れた者の長いパイプを提示し；それは受入れられた。一人の子供が交換に
楓の水の一杯入っている、花で飾られた瓢箪を持って来た。その時祖国の
幾つもの天幕がよその土地に建てられ、そしてそれらの新しい幾つもの住
まいfoyersに先祖たちの骸骨が置かれた。天の最初の恵みとして、セルー
タの第二の娘は死んだ。亡霊は永遠の闇に再び沈んだ。ルネの娘はひとっ
の祖国を見出しており、オンドゥレの娘は土に戻っていた：人々はセルー
タがさらに生きることを余儀iなくされているとは思っていないことに気付
き、そしてミラが彼女の女友達を離れないであろうと推察されていた。あ
る晩追放された者たちが彼らの天幕の戸口で彼らの食事をしている時に、
セルータは自分の天幕の外へ出た。彼女は一緒に縫われた鳥たちと四足獣
たちの見られる革のドレス、ミラの工夫の才に富んだ作品を身に着けてい
た：彼女の白い髪は青い花々の付いた茨の冠で飾られた彼女の若い頭の上
で巻き毛になって翻っており；彼女はその両腕にルネの娘を抱いていて、
そして半ば裸になったミラは彼女の女友達のあとについて行った。追放さ
れた者たちは彼女たちを見て、驚き、魅了されて立ち上がり、彼女たちを
祝福で満たし、そして行列を作った。彼らは皆このようにして遠くからそ
の轟きが聞こえる滝のほとりに達した。どんな旅行者も訪れることのなか
ったその滝は二つの山岳の間で深淵に落ちていた。セルータは彼女の娘に
接吻を与え、その娘を芝生の上に置き、その子供の両膝の上に金の精霊と
血が乾いてしまっていた壷を置いた。ミラとセルータは手を取り合って、
7cf．　P，1248の注，　P．547の1．チカッサウス族．
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底に注意を払うかのように、滝のほとりに近づき、そして川の落下よりも
もっと素早く彼女たちの運命を完了させた8。セルータはルネがその手紙の
中で泡立つ波の中に身を投じなかったことを残念がっていたとこを思い出
していた。女たちが縁に残されていたルネの娘を抱き上げ；彼女たちはそ
の子をもっとも年老いた長老の所へ運び、その長老は評判の産婆にその世
話を委ねた。その産婆は、アクセッサリーのように、金の精霊をその子の
首にぶら下げた。アメリーというフランス語の名前は未開人たちに知られ
ていなかったので、長老たちは別の名前をその孤児に押し付け、このよう
にしてその名前までが滅びてしまうのをその子は見た。セルータの娘が十
六歳に達したあとで、彼女には彼女の家族の話しが語られた。彼女には短
かった彼女の家族の人生の結末が悲しく思われた。彼女は、彼女自身の愛
の無い結婚で、その母親よりは更にもっと不幸な娘を持った。ナチェーズ
族たちがそこに隠遁していたインディアン達が殆どすべてイロクオイス族
たちに対する戦争で非業の死を遂げ、そして大酋長の部族集団の最後の子
供たちはナイアガラの森林地帯の真ん中にある第二の亡命地で自分たちが
非業の死を遂げるのを見ることになった。この物語が、お一、ミシシッピ
ー河よ、あなたの波のように流れ去ってしまうことが出来ますように！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管見IH．『ナチェーズ族』完。
　北アメリカの未開人たちの諸風俗についての総括的な記述は私の『アメ
リカ紀行』の中に見出されるであろう。それは『ナチェーズ族』の注釈に
役立つであろう：私がエスキモー達の諸慣習の描写に付け加えた特徴の幾
っかを私はパリー船長1e　capitaine　Parryとリヨン船長le　capitaine　Leyonの最
近の航海記から借用されていることをここで申し上げなければならない。
8cf．　P．1247の注，　P575の1、セルータとミラの自殺のうちにはジョルジュ・サンド
George　Sandの小説におけるラルフRalphとアンディアナlndianaの自殺の幾つかの要素が
見出される．
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　　　　　　　　　　　　　　　後記
　富田虎男著：『アメリカ・インディアンの歴史』［第三版］平成14年6月
25日第3版3刷発行（雄山閣）、PP．38－39には次のような記述が見られ
る：
『フランスの場合
　十七世紀に入って、フランス、イギリス、オランダが北米大陸を舞台に
本格的な植民事業にのり出した。フランス人は毛皮交易を主眼としセン
ト・ローレンス湾から川と湖水を通路に五大湖地方に勢力をのばした。そ
のため交易拠点の建設と交易路の確保・拡大に重点をおいた。いわば「点
と線」の植民地経営である。交易には、インディアンと友好関係を保っこ
とが有利であり、特に強大なアルゴンキン系部族がいた五大湖地方ではフ
ランス側の力が弱かったため、彼らを「抱擁iし、いっくしんだ」。しかしア
ルゴンキン系諸部族と伝統的な敵対関係にあったイロコイ族に対しては、
しばしば前者と結んで戦争をおこない「さげすみ無視した」。
　とくに十人世紀の10年代から30年代にかけて、ミシシッピー川下流の
ナチェズ族に対してフランスが行なった撲滅政策は、スペイン流の「圧殺」
であり、とてもパークマンの定式には当てはまらない。
　1713年、フランスはミシシッピー一一・川下流のナチェズ族の土地に小さな交
易所を設け、イギリスの圧力に対抗して恒久的な植民地の建設をはじめた。
ことのおこりは、1715年にナチェズ族の部族民がむごい仕打ちに怒って、
フランス人四人を殺害したことにはじまる。フランス人は容赦なく幾人か
の部族民を殺した。第二回目の戦争はその7年後におこった。そのときフ
ランス人総督ビェンヴィユは、三つの村落を焼き払い、ナチェズ「皇帝」
に加害者の首を送るように要求した。第三回目の戦いはその7年後の1729
年11月におこった。ついにフランスは、ナチェズ族の主要な村落をふくむ
土地を無条件で引き渡すよう要求したのだ。この無体な要求に怒ったナチ
ェズ族は決起し、フt一ト・ロサリエのフランス人居住地を襲い、幾百人
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かの男性を皆殺しにし、女・子供と黒人およびインディアン奴隷を捕虜に
した。
　翌1730年1月に到着したフランス軍とチョクトー族の連合軍は、ただち
にナチェズ族のこもる防塞に大砲をうちこんだ。この戦いでナチェズ族は
1000人以上が殺され、捕虜は火刑に処され、捕虜のうち400人はサン・ド
マング島に奴隷として売られた。生きのびたナチェズ族は小バンドに分れ
て、チカソー族などの諸部族の許に亡命した。こうしてわずか十数年の間
に、かつてのミシシッピー文化を担ったナチェズ族国家は、フランスの残
酷な撲滅政策の前に、その姿を消したのである。
　このようにフランスも、毛皮交易ではなく、農業植民地の建設をめざし
て原住民の土地を略奪しはじめたとき、パークマンのいうようにインディ
アンを「抱擁しいつくしむ」どころか「さげすみ」、「圧殺」さえしたので
ある。』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（うつみ・としろう　元商学部教授）
